


講師紹介

中島秀之』
札幌市立大学学長

1952年西宮生まれ。

関西弁と関東弁のバイリンガル。 その後東へ北へと流

れて現在は札幌在住。

学生時代からAIの研究を40年以上続けている。

最近はデザイン学やサービス学にも色気を出している

が、 特に次世代のモビリティ ・ サービスの実装に意欲

を持っている。

インターネットのモビリティ版となるようなプラットフォー

ムを構築することを目指しているが、 その一部は札幌

で実現の予定。 人だけではなく雪やゴミを効率よく運

びたい。

松尾豊|
東京大学大学院工学系研究科教授

1975年香川県生まれ。

好きなうどん屋は「がもう」 と「一福」。

産業技術総合研究所、 スタンフォード大学等を経て、

現職。

学生時代から、 推論、 自然言語処理、 ウェブ等の

研究を経て、 現在は深層学習をベースにした世界モ

デル構築や記号処理との融合に興味を持つ。

人工知能業界で珍しくスーツを着続けた功績が認めら

れ、 2018年スーツ ・ オブ ・ ザ ・ イヤーを受賞。

〇□竺立

石黒浩』
大阪大学栄誉教授

（大学院基礎工学研究科教授）

1963年滋賀県に生まれる。

1988年に大阪大学の博士課程に入学。

辻芝郎先生の研究室で知能ロボット研究に従事。

“基本問題を考えなさい”という辻先生の教えは今も

守っている。

その後、 京都大学の石田享先生の研究室に助教授と

して赴任。

石田先生の“世の中を変える研究をしなさい”という教

えは常に心の片隅においている。

松原仁』
東京大学大学院情報理工学系研究科教授

1959年東京生まれ。

その後北に流れてつくば経由で函館に20年間住んだ

が、 現在は川崎という生涯の最南端で生息。

一つのテーマに留まらないことをモットーにしていてAI

の中でも他の人が手を出さない研究テーマが好きで将

棋、 囲碁、 サッカー （ロボカップ）、 小説生成などに

手を出してきた。

現在は人狼、 カーリング、 俳句生成などに手を出しつ

つある。

一方で最近はAIの社会実装にも興味を持ち、 交通、

漁業、 画像認識などの応用に関わっている。 常に新

しい研究テーマを模索中。




